
能力の向上に関する要因について研究された文献

(原著論文、研究報告、実践報告)は 14件であっ

た。Google scalarにてキーワード「看護実践能

力」「中堅看護師」で検索し 26件が抽出された

が、上記の文献と重複していた文献以外は該当し

ていなかった。 

2.分析方法 

1)文献リスト 

  対象文献について「テーマ」「掲載年」「研

究デザイン」「看護実践能力向上の要因(要因

と表記)」「中堅看護師の定義」「測定方法」を

項目として挙げ、文献リストを作成した。 

2)中堅看護師の看護実践能力に影響を及ぼす要 

因の抽出 

中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼ

す要因について、各文献から抽出し類似性に従

って整理した。 

3)用語の定義 

  本研究では、「看護実践能力」について、中

山らの「看護師としての知識、技術、価値・

信条、経験を複合的に用いて行為を起こす能

力であり、看護専門職としての感情、思考、

判断を伴った実際に行っている統合的な行

動」1)を定義とする。 

4)倫理的配慮 

  倫理的配慮は、文献を正確に読み取り、著

作権を侵害することがないよう留意した。 

 

結   果 

1.対象文献の掲載年 

 分析対象となった文献 14件の掲載年は、2010

年以前は 2件 4),5)であったが、2011年以降は 12

件 6)-17)であった。 

2.研究デザイン 

 文献の研究デザインは、質的研究が 3件
8),14),17)、量的研究が 11件 4)-7),9)-13),15),16)であっ

た。 

3.中堅看護師の定義 

 中堅看護師の定義については、経験年数を条件

としたものがあり、経験年数は「5年以上」4)-

6),9)-15),17)を共通の基準としており、上限は「15～

20年前後」とするものが 6件 5),9),11)-13),15)、「10

年まで」とするものが 2件 4),14)、「上限を設定し

ていない」ものが 2件 6),17)であった。また「看護

師長などの管理者、専門・認定看護師を除く」と

経験以外の条件を設定したものが 7件 8),10)-15)で

あった。 

また、クリニカル・ラダーを条件とするものが

2件あり、クリニカル・ラダーⅡ以上 16)、もしく

は「最高到達レベル」8)と条件設定されていた。 

4.看護実践能力の測定方法 

 看護実践能力の測定方法として、量的研究で

は、中山らが開発した「看護実践能力自己評価尺

度」1)が 2件 7),10)、舟島らが開発した「看護実践

の卓越性自己評価尺度-病棟看護師用」18)を使用

したものが 3件 9),11),13)、佐藤らが開発した「キ

ャリア中期看護師の臨床実践能力測定尺度 

Ver.3」19)を使用したものが 3件 12),15),16)、ベナー

の達人看護師の実践から機能的に導き出したもの

や、日本看護協会の看護業務区分に掲げられてい

る直接看護の 12項目を参考にしたものなど、独

自に作成した尺度を使用した文献が 3件 4),5),6)で

あった。 

5.中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

要因 

1)経験 

中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼ

す要因については、「新人看護師指導」10),15）

「実習指導」10),15）の指導経験、「チームリーダ

ー」10),15）「院内の委員会」15）などの経験、他

病棟の勤務経験 15）など様々な「経験」の有無

が報告されていた。このような「経験」が要因

として挙げられているが、「勤務経験場所の

数」4）は関連がないとする報告も見受けられ

た。多くの文献には「経験年数」が要因として

挙げられていたが、看護実践能力と関連がある

とする報告 15),16)と、関連がないとする報告
4),5),11),15)があり一致していなかった。また、

「看護経験の 3つの発達段階を段階的に積み重

ね、発達させる」8)という、経験の質を要因と

する報告があった。 

また「婚姻」の有無においても、既婚者の実

践能力が高い 15)とする報告と、未婚者の実践

能力が高い 10)とする報告、関連がない 4)とする
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抄    録 

 

本研究の目的は、国内で発表された文献の検討を行い、中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼ

す要因について明らかにすることである。研究テーマに沿う 14件を分析した結果、研究デザインでは

質的研究が 3件、量的研究が 11件で、看護実践能力の測定には既存の尺度を使用した 8件、独自に作

成した尺度の使用が 3件であった。中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす主な要因として、

「経験」「自己研鑽」「学習行動」「目指す目標」「他者からの支援」「個人の特性」が抽出された。しか

し「経験年数」「婚姻」については、一定の見解が得られていなかった。これは、単に経験年数を経る

ことや婚姻という事象ではなく、具体的にどのような経験をして、そのことを活かしているかという経

験の質が結果に影響を及ぼしていると考える。今後、看護実践能力向上に影響を及ぼす要因を検証する

際には、どのような経験をしてきたのかということも考慮した分析が必要である。また、「自己研鑽」

や「学習行動」には、看護師として常に学び続けるための自己教育力と、自己効力感を支援する関わり

が必要であり、特に職場の上司からの支援は重要である。 

 

キーワード：中堅看護師, 看護実践能力, 要因, 文献レビュー 

 

緒   言 

近年の医療の高度化・複雑化、在宅医療への移

行など、医療並びに看護を取り巻く環境の変化に

対応する為には、病院組織の中核的である中堅看

護師の存在は重要である。中堅看護師は、部署の

リーダーとして、あるいは後輩指導、組織の委員

会活動など、組織の中心となり多様な役割を担っ

ており、その役割を果たすことができるように看

護実践能力を向上させていくことが重要である。  

 看護実践能力について、中山らは「看護師とし

ての知識、技術、価値・信条、経験を複合的に用

いて行為を起こす能力であり、看護専門職として

の感情、思考、判断を伴った実際に行っている統

合的な行動」1)であると定義している。看護実践

能力を発揮することが求められているが、新人や

経験年数の浅い看護師では、看護実践能力を発揮

して質の高い看護を提供することは難しいため、

経験を積んだ中堅看護師がその不足部分を担って

いる。しかし、中堅看護師については業務負担に

伴う心身の不調 2)や 人間関係 2),3）、自信喪失・疲

労感 3)、ライフイベント 3)などを要因とする離職

が報告されており、看護実践能力の向上を図るこ

とが難しい現状もある。これらの背景を踏まえつ

つ、中堅看護師の看護実践能力向上に向けた支援

は必要である。 

 本研究では先行文献を概観し、中堅看護師の看

護実践能力向上に影響を及ぼす要因について明ら

かにすることを目的とする。 

 

研究方法 

1.対象文献の選定 

   医中誌 WEBにてキーワード「看護実践能力」

「中堅看護師」で検索し 52件が抽出され、会議

録、特集、解説を除く 22件の中から、看護実践
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(原著論文、研究報告、実践報告)は 14件であっ

た。Google scalarにてキーワード「看護実践能

力」「中堅看護師」で検索し 26件が抽出された

が、上記の文献と重複していた文献以外は該当し

ていなかった。 

2.分析方法 

1)文献リスト 

  対象文献について「テーマ」「掲載年」「研

究デザイン」「看護実践能力向上の要因(要因

と表記)」「中堅看護師の定義」「測定方法」を

項目として挙げ、文献リストを作成した。 

2)中堅看護師の看護実践能力に影響を及ぼす要 

因の抽出 

中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼ

す要因について、各文献から抽出し類似性に従

って整理した。 

3)用語の定義 

  本研究では、「看護実践能力」について、中

山らの「看護師としての知識、技術、価値・

信条、経験を複合的に用いて行為を起こす能

力であり、看護専門職としての感情、思考、

判断を伴った実際に行っている統合的な行

動」1)を定義とする。 

4)倫理的配慮 

  倫理的配慮は、文献を正確に読み取り、著

作権を侵害することがないよう留意した。 

 

結   果 

1.対象文献の掲載年 

 分析対象となった文献 14件の掲載年は、2010

年以前は 2件 4),5)であったが、2011年以降は 12

件 6)-17)であった。 

2.研究デザイン 

 文献の研究デザインは、質的研究が 3件
8),14),17)、量的研究が 11件 4)-7),9)-13),15),16)であっ

た。 

3.中堅看護師の定義 

 中堅看護師の定義については、経験年数を条件

としたものがあり、経験年数は「5年以上」4)-

6),9)-15),17)を共通の基準としており、上限は「15～

20年前後」とするものが 6件 5),9),11)-13),15)、「10

年まで」とするものが 2件 4),14)、「上限を設定し

ていない」ものが 2件 6),17)であった。また「看護

師長などの管理者、専門・認定看護師を除く」と

経験以外の条件を設定したものが 7件 8),10)-15)で

あった。 

また、クリニカル・ラダーを条件とするものが

2件あり、クリニカル・ラダーⅡ以上 16)、もしく

は「最高到達レベル」8)と条件設定されていた。 

4.看護実践能力の測定方法 

 看護実践能力の測定方法として、量的研究で

は、中山らが開発した「看護実践能力自己評価尺

度」1)が 2件 7),10)、舟島らが開発した「看護実践

の卓越性自己評価尺度-病棟看護師用」18)を使用

したものが 3件 9),11),13)、佐藤らが開発した「キ

ャリア中期看護師の臨床実践能力測定尺度 

Ver.3」19)を使用したものが 3件 12),15),16)、ベナー

の達人看護師の実践から機能的に導き出したもの

や、日本看護協会の看護業務区分に掲げられてい

る直接看護の 12項目を参考にしたものなど、独

自に作成した尺度を使用した文献が 3件 4),5),6)で

あった。 

5.中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

要因 

1)経験 

中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼ

す要因については、「新人看護師指導」10),15）

「実習指導」10),15）の指導経験、「チームリーダ

ー」10),15）「院内の委員会」15）などの経験、他

病棟の勤務経験 15）など様々な「経験」の有無

が報告されていた。このような「経験」が要因

として挙げられているが、「勤務経験場所の

数」4）は関連がないとする報告も見受けられ

た。多くの文献には「経験年数」が要因として

挙げられていたが、看護実践能力と関連がある

とする報告 15),16)と、関連がないとする報告
4),5),11),15)があり一致していなかった。また、

「看護経験の 3つの発達段階を段階的に積み重

ね、発達させる」8)という、経験の質を要因と

する報告があった。 

また「婚姻」の有無においても、既婚者の実

践能力が高い 15)とする報告と、未婚者の実践

能力が高い 10)とする報告、関連がない 4)とする
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緒   言 

近年の医療の高度化・複雑化、在宅医療への移

行など、医療並びに看護を取り巻く環境の変化に

対応する為には、病院組織の中核的である中堅看

護師の存在は重要である。中堅看護師は、部署の

リーダーとして、あるいは後輩指導、組織の委員

会活動など、組織の中心となり多様な役割を担っ

ており、その役割を果たすことができるように看

護実践能力を向上させていくことが重要である。  

 看護実践能力について、中山らは「看護師とし

ての知識、技術、価値・信条、経験を複合的に用

いて行為を起こす能力であり、看護専門職として

の感情、思考、判断を伴った実際に行っている統

合的な行動」1)であると定義している。看護実践

能力を発揮することが求められているが、新人や

経験年数の浅い看護師では、看護実践能力を発揮

して質の高い看護を提供することは難しいため、

経験を積んだ中堅看護師がその不足部分を担って

いる。しかし、中堅看護師については業務負担に

伴う心身の不調 2)や 人間関係 2),3）、自信喪失・疲

労感 3)、ライフイベント 3)などを要因とする離職

が報告されており、看護実践能力の向上を図るこ

とが難しい現状もある。これらの背景を踏まえつ

つ、中堅看護師の看護実践能力向上に向けた支援

は必要である。 

 本研究では先行文献を概観し、中堅看護師の看

護実践能力向上に影響を及ぼす要因について明ら

かにすることを目的とする。 

 

研究方法 

1.対象文献の選定 

   医中誌 WEBにてキーワード「看護実践能力」

「中堅看護師」で検索し 52件が抽出され、会議

録、特集、解説を除く 22件の中から、看護実践
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ものに分かれていた。 

2)自己研鑽 

   中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼ

す要因として、「研修の参加回数」5),15）「学会 

への参加」15）「看護専門書や雑誌などの読書状

況」5),15）「研究発表の経験」5),15）などの自己研

鑽が関与していることが示されていた。 

3)学習行動 

中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼ

す要因として、「調べる・聞く行為を通した学

習」、「失敗を通した学習」17)などが挙げられ、

実践経験の最中に展開できる学習行動が関与し

ているという報告がなされていた。 

4)目指す目標 

中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及

ぼす要因として、「進学」、「資格取得」、「役

職」12),15)などの具体的な目標が明確にあると

看護実践能力が高い傾向にあると報告されて

いるが、目指す目標が曖昧な「将来の夢」の

有無 4)は関連がないという指摘がなされてい

た。具体的な目標に対して、「目標管理」、「ポ

ート・フォリオ」15)など、自身の看護実践を振

り返ることでメタ認知を促進するツールの活

用も看護実践能力向上に関与する要因として

報告されていた。 

5)上司や同僚からの支援 

   上司などからの「承認」8),14)や「支援」16)な

どの関わりが要因として報告されていたが、

「家族からの支援」の有無 4),11)は関連がなかっ

た。 

6)個人の特性 

その他看護実践能力向上に関連する要因とし

て、「レジリエンス(逆境を克服する個人の適

応力)が高い」「チームアプローチ(チームアプ

ローチに対する個人の評価)が高い」16)「職務

満足度が高い」12)「仕事意欲が高い」13)「職業

的アイデンティティ」が高い 9)「クリティカル

シンキング志向性が高い」7)「自立性が高い」
5),6)という個人特性が関与していることが報告

がされていた。 

 

 

考   察 

1.年代と文献数 

中堅看護師の看護実践能力に焦点をあてた文献

は、2010年以前は 2件であった。しかし、その

後の 10年間で 12件に増加している。その理由と

して、2012年に日本看護協会より「継続教育の

基準 Ver.2」20)が作成され、新人期以降の看護師

も看護の専門職として、知識やスキルの向上をし

ていく継続教育の必要性について提言されたこと

が、研究数の増加につながったのではないかと考

える。 

2.中堅看護師の定義  

  中堅にあたる時期は文献によって異なっていた

が、5年目以上とするものが多かったことは、荒

添ら 21)が述べている中堅看護師に求められる能

力を獲得するためには、5年以上の経験が必要で

あるとしている研究者が多かったと考える。その

他、管理職・認定・専門看護師を除外した条件、

クリニカル・ラダーを基準にした条件などさまざ

まである現状については、ジェネラリストに求め

られる条件の幅広さがあることが推察される。 

3.看護実践能力測定方法 

 看護実践能力の測定には、既存の尺度以外に、

研究者が独自に作成した尺度を使用した研究が 3

件あった。中山らの看護実践能力の定義では、看

護師としての知識、技術、価値・信条、経験が複

合的に用いられる 1）とあり、求められる能力が

多彩であることから、既存の尺度では研究者の測

定したいことを測ることが難しい場合もあると考

える。そのため小林ら 6)のように狭義の看護実践

能力を測定する尺度の作成が必要となるが、今後

はこれらの信頼性・妥当性の検証が期待される。 

4.中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

要因 

中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

主な要因の１つに「経験」が影響していた。舟島

らは、どのくらいの看護経験期間を重ねてきたか

という量よりも、どのように重ねてきたかという

経験の質が看護の質に関係する可能性がある 22)

と述べている。「新人看護師指導」、「実習指導」、

「チームリーダー」、「院内の委員会」などの「経

験」は、相手が存在する経験であるため、その成

表 1 文献一覧     
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ものに分かれていた。 
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果を踏まえた評価や新たな学習が必要になり、求

められる能力を自身で考える機会となることが推

察される。 

経験年数や婚姻の影響については、一定の見解

が得られなかったが、このことに関しても、どの

ような経験をしたかという経験の質が関与し、看

護実践能力への影響の有無が文献によって異なる

という結果に反映されたと推測される。 

「経験の質」が重要であるという指摘について

は、他の要因である「自己研鑽」「学習行動」「個

人特性」が相互に関与してからではないかと考え

る。 

能動的な学習行動を伴う自己研鑽は、「自分自

身に対する教育で、自分にとって何が必要なのか

自分で考え、学ぶ事に対して意義を持ち、自ら主

体的に学ぶ事」という自己教育力に通じると考え

られる。この能力は、荒添ら 23)が述べる中堅看

護師の職場で求められる能力の一つにも挙げられ

ており、どのような学びを得たかという成果が重

要であると考える。また、メタ認知のためのツー

ルや「承認」など、客観的な評価が要因の１つに

挙げられた。自己研鑽を継続していくためには、

本人が努力するだけでなく、「自分はその行動を

うまくやることができる」という自己効力感 24)

が伴っていることが重要である。「進学」、「資格

取得」、「役職」取得という具体的な目標をもつこ

とに加え、目標管理などのツールを活用して、目

標を達成するための過程をより明確にすること

は、「できそうだ」、「できた」という自己効力感

を促進させることにつながると考える。そして自

己効力感を高めるための情報源として、「あなた

ならできる」という他者からの関わりがある。山

内らが報告した「上司の承認」14)は、自分の普段

の様子をみている上司が、客観的な判断で自身の

看護実践能力を認めてくれたという認識を持つこ

とができ、自己効力感を高められたことで、自身

の看護実践能力にも自信を持つことができたと考

えられる。 

要因の１つに個人特性があり、「レジリエン

ス」、「クリティカルシンキング志向性」、「自立

性」や「職務満足度」が高いことなどが影響して

いた。これらの項目は、現状への向き合い方や物

事の捉え方であり、個人によって異なっている。

肯定的に物事を捉えたり、現状を多角的・客観的

に見ようとする姿勢は、視野を広げ多くのものを

吸収できる機会を持つことができるため、看護実

践能力向上に影響を及ぼすと考えられる。 

以上のことから、中堅看護師の看護実践能力

に影響を及ぼす要因としては、「経験」「自己研

鑽」「学習行動」「目指す目標」「他者からの支

援」「個人の特性」が挙げられたが、これらが相

互に関与することが示唆された。 

 

研究の限界 

  本研究で対象とした文献は 14件と少ないた

め、研究成果については一般化できない。従って

文献検討を継続していく必要がある。 

 

結   語 

1.中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

要因の研究は 14件であり、研究デザインは質

的研究が 3件、量的研究が 11件で、看護実践

能力の測定は、既存の尺度を使用したものが 8

件、自作の尺度を使用したが 3件であった。 

2.中堅看護師の定義は種々あり、経験年数 5年以

上で上限を 15～20年前後とするものが多かっ

た。 

3.中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

主な要因には、「経験」「自己研鑽」「学習行

動」「目指す目標」「他者からの支援」「個人の

特性」が抽出された。「経験年数」「婚姻」に

ついては、一定の見解が得られていなかっ

た。 

 

 本研究において、申告すべき利益相反事項はな

い。 
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果を踏まえた評価や新たな学習が必要になり、求

められる能力を自身で考える機会となることが推

察される。 

経験年数や婚姻の影響については、一定の見解

が得られなかったが、このことに関しても、どの

ような経験をしたかという経験の質が関与し、看

護実践能力への影響の有無が文献によって異なる

という結果に反映されたと推測される。 

「経験の質」が重要であるという指摘について

は、他の要因である「自己研鑽」「学習行動」「個

人特性」が相互に関与してからではないかと考え

る。 

能動的な学習行動を伴う自己研鑽は、「自分自

身に対する教育で、自分にとって何が必要なのか

自分で考え、学ぶ事に対して意義を持ち、自ら主

体的に学ぶ事」という自己教育力に通じると考え

られる。この能力は、荒添ら 23)が述べる中堅看

護師の職場で求められる能力の一つにも挙げられ

ており、どのような学びを得たかという成果が重

要であると考える。また、メタ認知のためのツー

ルや「承認」など、客観的な評価が要因の１つに

挙げられた。自己研鑽を継続していくためには、

本人が努力するだけでなく、「自分はその行動を

うまくやることができる」という自己効力感 24)

が伴っていることが重要である。「進学」、「資格

取得」、「役職」取得という具体的な目標をもつこ

とに加え、目標管理などのツールを活用して、目

標を達成するための過程をより明確にすること

は、「できそうだ」、「できた」という自己効力感

を促進させることにつながると考える。そして自

己効力感を高めるための情報源として、「あなた

ならできる」という他者からの関わりがある。山

内らが報告した「上司の承認」14)は、自分の普段

の様子をみている上司が、客観的な判断で自身の

看護実践能力を認めてくれたという認識を持つこ

とができ、自己効力感を高められたことで、自身

の看護実践能力にも自信を持つことができたと考

えられる。 

要因の１つに個人特性があり、「レジリエン

ス」、「クリティカルシンキング志向性」、「自立

性」や「職務満足度」が高いことなどが影響して

いた。これらの項目は、現状への向き合い方や物

事の捉え方であり、個人によって異なっている。

肯定的に物事を捉えたり、現状を多角的・客観的

に見ようとする姿勢は、視野を広げ多くのものを

吸収できる機会を持つことができるため、看護実

践能力向上に影響を及ぼすと考えられる。 

以上のことから、中堅看護師の看護実践能力

に影響を及ぼす要因としては、「経験」「自己研

鑽」「学習行動」「目指す目標」「他者からの支

援」「個人の特性」が挙げられたが、これらが相

互に関与することが示唆された。 

 

研究の限界 

  本研究で対象とした文献は 14件と少ないた

め、研究成果については一般化できない。従って

文献検討を継続していく必要がある。 

 

結   語 

1.中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

要因の研究は 14件であり、研究デザインは質

的研究が 3件、量的研究が 11件で、看護実践

能力の測定は、既存の尺度を使用したものが 8

件、自作の尺度を使用したが 3件であった。 

2.中堅看護師の定義は種々あり、経験年数 5年以

上で上限を 15～20年前後とするものが多かっ

た。 

3.中堅看護師の看護実践能力向上に影響を及ぼす

主な要因には、「経験」「自己研鑽」「学習行

動」「目指す目標」「他者からの支援」「個人の

特性」が抽出された。「経験年数」「婚姻」に

ついては、一定の見解が得られていなかっ

た。 

 

 本研究において、申告すべき利益相反事項はな

い。 
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 抄   録 

 

福岡県久山町では 1961 年から 60 年にわたって久山町・九州大学・地域開業医が連携して

「ひさやま方式」とよばれる住民の健康管理を実施している。九州大学は地域住民の健診デー

タを活用して疫学研究（久山町研究）を実施し、糖尿病や高血圧、心血管病、認知症などの生

活習慣病の実態とその危険因子や予防因子を明らかにしている。本稿では科学的根拠に基づく

Information and Communication Technology（ICT）ツールを活用した公衆衛生看護活動につ

いて紹介する。 

2012 年に久山町研究の成果である糖尿病発症のリスクスコアを用いて、産官学連携により将

来の糖尿病発症を予測する ICT ツールを開発し、久山町生活習慣病予防健診に導入した。その

結果、境界型糖尿病の者を対象に実施する ICT ツールを活用した保健指導は、指導 2 年後の生

活習慣と空腹時血糖値の改善を認めた。これらの改善効果は、視覚的な将来の糖尿病発症リス

クの提示を通して、対象者が自分の身体状況や糖尿病発症リスクをよく認識し、生活習慣改善

の必要性への理解が深まったことに起因すると思われる。また久山町では 2019 年から地域住

民のセルフケア向上を目指したポピュレーションアプローチとして、スマートフォンの健康管

理アプリを町民サービスとして導入した。健診結果をいつでも確認できる機能やアプリ内での

ウォーキングイベントの実施など日常的に自分の身体や健康を意識させるような工夫がされて

いる。今後、健康管理アプリの使用者と未使用者で生活習慣や身体状況、健診結果や疾患発症

率に差が認められるか事業評価を行い、事業の見直しに生かしていく予定である。 

 

キーワード：産官学連携の取り組み, ICT ツール, 健康管理アプリ, 公衆衛生看護活動 

 

緒   言 

近年、我が国の高齢者人口は急増し、2021年に

おける 65 歳以上の老年人口割合は 29％に達して

いる 1)。それに伴い生活習慣病を有する者や要介

護者が増加し、社会への負担も増加しており、

人々が寝たきり等にならず自立して生活できる

健康寿命の延伸が求められている。健康寿命の延

伸のためには、病気の早期発見・早期治療や病気

の重症化の防止に加えて、健康増進による病気の

一次予防が重要である。 

地域住民の健康増進の主な担い手は地方自治

体の保健師である。保健師は公衆衛生看護学の知

識と技術をもとに成人、老人、母子、精神、障害

者など幅広い分野の健康増進に関わっている。保

健師は、地域の実態を把握し課題を明確化した後、

限られた人員と予算の中で保健事業を企画・実施

し地域を支えていくことが求められている。その

ためには、科学的根拠に基づいた公衆衛生看護活
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The purpose of this study was to review the literature on nursing skills published in Japan and to 

identify the factors that influence the improvement of mid-career nurses' practical nursing skills. Fourteen 
studies were analyzed in accordance with the research theme: 3 were qualitative and 11 were quantitative in 
terms of the study design. Eight studies used existing scales to measure practical nursing skills, and three 
used scales that were created independently. "Experience", "self-improvement", "learning behavior", "goal to 
aim", "support from others", and "personal characteristics" were extracted as the main factors influencing the 
improvement of the practical nursing skills of mid-career nurses. However, no certain view was obtained for 
"years of experience" and "marriage." This suggests that the quality of the experience, not simply the number 
of years of experience or marriage, but the specific experience and how it was utilized, had an effect on the 
results. In the future, when examining the factors that influence the improvement of practical nursing skills, 
it is necessary to conduct an analysis that considers the types of experience that the respondents have had. 
Therefore, for "self-improvement" and "learning behavior", it is necessary to develop a relationship that 
supports self-education and self-capability to continue learning as a nurse and receive support from 
supervisors in the workplace. 
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